
 

（第２号様式）   
令和６年５月24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立愛川高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

Confidence    自信 
Communication 対話 
①学び直しによる確か
な学力の育成と定着
を図る。 

②コミュニケーション
力を育成するため教
科横断的な探究型学
習を追求する。 

①一人一台端末を活用し
て学習習慣を身に付け
させるとともに、生徒
の個別の学習状況を把
握し、個別最適な支援
につなげる。 

①-1 朝学習と連動した課
題配信により、学習習慣
を定着させる。 

①-2 チェックテストとフ
ォローアップ配信によ
り、授業で取り組んだ範
囲の学力を定着させる。 

①-1 課題の提出率の目標
値75％とし、目標値を超
えることができたか。 

①-2 生徒による授業評価
において、「授業の中で
身に付いたことや、でき
るようになったことを実
感することができた」の
肯定的な評価が85％を超
えることができたか。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

Confidence    自信 
Compliance    遵守 
①社会人として通用す
るための規範意識を
育成する。 

②自己目標を達成する
ことにより自分を肯
定する力を身に付け
る。 

③中学校との連携や交
流から部活動や学校
行事における生徒の
主体的な活動の支援
を図る。 

①生活指導と学習指導の
一体化により、基本的
な生活習慣を確立させ
る。 

③小中学校との交流や中
高大連携講座、ボラン
ティア、インターンシ
ップなど生徒の主体的
な活動を活性化する。 

①朝学習への取組みによ
り、生活習慣の一部とし
て登校時間を定着させ
る。 

③小中学校へ訪問してのボ
ランティアや明日楓会等
を通じたボランティア、
中高大連携講座やインタ
ーンシップへの参加を促
す。 

①年間遅刻数が60回以上の
者の割合を前年度の19％
より減少させることがで
きたか。 

③連携生の入学者数は減少
（45⇒37）したものの、
ボランティアの参加者
（43）、中高大連携講座
（22）やインターンシッ
プ（21）への参加者数に
おいて、前年度並みの数
を確保することができた
か。 

     

３ 進路指導・支援 

Confidence    自信 
Communication 対話 
①社会人基礎力をつ
け、コミュニケーシ
ョン力をベースとし
た人間力を培う。 

②就職、進学や外国に
つながりのある生徒
の多様な進路に対応
できるカリキュラム
の追求を継続する。 

②キャリア教育実践プロ
グラム及び地域と協働
した活動により、多様
な進路に対応した指
導・支援に取り組む。 

②-1 総合的な探究の時間
において、生徒の望まし
い勤労観と職業観を育成
する。 

②-2 ボランタリー精神と
公共性のある住民活動の
実務体験を通して将来設
計の立案と社会的移行の
準備を進める。 

②-1 生徒による授業評価
において、「授業で得た
知識をもとに、自分の考
えをまとめたり、課題の
解決方法を考えたりする
ことができた」の肯定的
な評価が前年度の85％を
超えることができたか。 

②-2 進路決定率が前年度
の87％を超えることがで
きたか。 

     

４ 

地域等との協働 
 
㊟ CEMLA と は 、
Center for 
Multicultural 
Learning & 
Activitiesの略で多
文化学習活動センタ
ーという意味。 

Compliance    遵守 
Communication 対話 
①学校運営協議会と意
見交換をしながら地
域に貢献できる人材
の育成を図る。また
地域学校協働本部
（明日楓会）と連携
し、実践的な就業体
験の実施など生徒の
ニーズに対応する。 

②連携型中高一貫校と
して、愛川町の教育
力を高め、地域発展
につなげる。多様性
を認め、他者を敬う
姿勢を構築する。 

②「外国につながりのあ
る児童・生徒」との関
わりを通して、多文化
共生社会の担い手とな
る生徒を育成するとと
もに、授業のユニバー
サルデザイン化や生徒
への個別支援の充実に
取り組む。 

②-1 CEMLA㊟研究会を通じ
て、高校・大学・NPOに
愛川町の小学校を加えて
「外国につながりのある
児童・生徒」の教育など
について研究を進める。 

②-2 地域の大学と連携し
て「日本語を母語としな
い生徒」に対して、授業
において多言語による個
別支援が可能なシステム
の研究を進める。 

②-1 「外国につながりの
ある児童」が一定数在籍
する小学校の授業見学を
入口にして、課題をみつ
け、その課題を解決する
ための方法などを提言す
る準備ができたか。 

②-2 一人一台端末を活用
して、授業の同時通訳な
ど多言語による個別支援
が可能なシステムの構築
について実現できたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

Compliance    遵守 
Communication 対話 
①心理的安全性の確保
と風通しの良い職場
づくりにより事故不
祥事を防止し、働き
方改革を推進する。 

②防災意識を高め、地
域全体で子どもを守
る体制作りに取り組
み、安全で安心な学
校環境を維持する。 

①月80時間超の時間外在
校等時間をゼロにし、
月45時間超の時間外在
校等時間を昨年より減
らす。 

 
②不祥事防止等に関する
職員からの提案や意見
を取り入れ、不祥事防
止会議を通して、必要
な取組を実施する。 

①管理職による声かけや面
談により長時間勤務を削
減するとともに、ＩＣＴ
の活用による校務の効率
化を進める。 

 
②不祥事防止会議を各グル
ープが主宰する形式で実
施し、同僚性を高める組
織づくりに取り組み、事
故不祥事を防止する。 

①月80時間超の時間外在校
等時間を前年度の４名か
らゼロに、月45時間超の
時間外在校等時間を前年
度の延べ55名より減らせ
たか。 

②不祥事ゼロプログラムに
より、継続的に職場研修
を実施し、事故不祥事ゼ
ロを達成したか。 

     

 

 


